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1985 年から 2014 年 12 月までに当院において経肛門的に下部直腸肛門部の組織検査を










 116 例中、生検による異型細胞を含めた腫瘍性病変の検出は 22 例（19.0％）に検出さ
れ，うち癌が 18 例，異型細胞は 4 例であった．癌症例の臨床病理学的特徴としては，若
年で発癌し，CD 発症からの病悩期間は長期にわたっていた．腫瘍の肉眼型は 3･4･5 型が
多く，組織学的所見としては低分化腺癌や粘液癌が高頻度にみとめられた．占拠部位に
ついては，18 例中 16 例が肛門部（P）にかかる腫瘍であった． 
18 例の癌症例を，癌の症状なく発見出来た A 群（5 例）と癌の症状で発見された B 群
（13 例）に分けて比較検討すると，A 群では全例が stageⅡ以下の段階で診断出来てお
り，全例で治癒切除となり予後も良好であったのに対して，B 群では 13 例中 8 例が
stageⅢa 以上の進行癌で，6 例が非治癒切除あるいは切除不能となり，9 例が癌死の経過
となっていた． 



















































































































































 令和元年 8 月 5 日午前 10 時より、福岡大学医学部研究棟本館 3 階 A 会議室において博
士学位論文発表会を公開で行った。25 分の口頭発表後、30 分の質疑応答が行われた。口
頭による説明内容がなされた。質問の内容は、病理学的な意見やサーベイランスの具体
的な間隔、癌についての術後治療法など多岐にわたったが、申請者はおおむね適切に回
答した。 
本論文は、CD 関連大腸癌の臨床病理学的特徴を明らかにし、また関連癌に対するサーベ
イランス法としての手法を提案し、癌検出率を検討することで、経肛門的組織検査の有用
性を示した斬新な論文である。若年で発症することが多い CD 患者の生命予後改善をもた
らす高い臨床的かつ社会的意義を有する優れた研究であることかた、学位論文に値すると
評価された。 
 
